
 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図工室より 

 

 

 

令 和 ６ 年 ４ 月 ８ 日 
渋 谷 区 立 鳩 森 小 学 校 

図工専科   原  薫美子 

 
 

 

 

 

 

 

 

②絵の具セット（３年生以上）・・・中に入れておくもの  

☆ 絵の具（水彩えのぐ）   ☆ 筆（２本以上） 

☆ 水入れ   ☆ぞうきん（筆やパレットをふくもの） 

 

※ 持ち物には名前の記入をお願いします。 

※ 個人用の、のりは学校で一括購入し授業のある時に子どもたちに渡します。 
※ 授業は始まりますが４月の第３週までに準備していただければと思います。 

持ち物の準備のお願いについて 

①図工バック・・・中に入れておくもの  

☆ 図工着 （汚れてもよい服） 

☆ ビニール袋（大）（材料を入れて保管するときに使うもの） 

☆ ぞうきん（図工用） 

☆ 教科書（２年・４年・６年は下、1 年・３年・５年は上） 

☆ 図工用筆記用具（鉛筆２本・消しゴム・油性ペン） 

☆ 軍手（３年生以上／自分専用をご準備ください。） 

   ダンボールカッター・のこぎり・小刀・彫刻刀などを使うときに使 
います。片手あればよいです。 

 

 

今年度より図画工作の授業を担当させていただきます 原 薫
く

美子
み こ

と申します。よろしくお願いいたします。 

鳩森小学校の図工室で、これから子どもたちと、どのような時間を過ごすことができるのかと、とてもわくわ

くしながら「これはどこに置こうかな。」「材料コーナーをつくろう！」と、子もたちを迎える準備をしています。 

図工の授業は、「絵を描いたり工作をしたりして、見た目のよい作品をつくるために先生が子どもに技術を教え

ることを目的としている・・・。」と見られがちな教科ですが、表現と鑑賞の活動を通して、子どもたちが生涯に

渡って生活や社会の中の形や色などと豊かに関わりながら、豊かに生きていくために必要な力を身に付けること

を目標とされています。 

図工の時間、子どもたちは活動に取り組む中で、自分で表したいことを考え、様々な材料や道具と出会い、使

って試しながらできる形や色を理解し、自分で表し方を工夫して、自分で完成を決めて作品に名前をつけて・・・

と、多くの自己決定を経て、自分だけの新しい世界をつくり上げていきます。見た目が「よくわからないな？」

という作品でも、つくる過程の中で子どもが様々なことを感じ、学んだり、「これはね・・。」と、意味や価値の

あるものになったりしていることが多くあります。また、友達と同じ空間で学びあう中で、お互いの表現のよさ

や違いを感じ取ったり、見方や感じ方を広げたりと多様な学びがあります。 

子どもたちとは、まず、様々な形や色、材料との出会いを大切に、「楽しく活動に取り組むこと」「子どもたちの思

いや、つくり出す過程を大切にすること」「子どもと共につくること」を大切にしていきたいと思います。保護者

の皆様には、持ち物の準備等、ご協力いただくことがありますが、よろしくお願いいたします。 

 

☆図工着について 
 
各ご家庭でエプロン

やスモッグ、いらなく
なった大人用のＴシャ
ツ等を用意してくださ
い。 
 
※できるだけ服が覆わ
れる大きなものがよ
いです。（冬服の上か
ら着てもよいよう
に） 

 

※水彩絵の具のほか、
アクリル絵の具、染
料などの絵の具や、
土粘土を使うことも
あります。 

 


